
第３回徳之島ごと
さくらねこTNRプロジェクト

さくらねこ無料不妊手術事業

２０１５年４月１６日～２１日

申請者：徳之島３町（天城町・伊仙町・徳之島町）

第一回H26/11/15〜22 ５３７匹

第二回H27/1/25〜31 ６４１匹

第三回H27/4/16〜21 ２５１匹

合計 １４２９匹



写真：ノラ猫にくわえられたアマミノクロウサ
ギ（写真提供：環境省奄美自然保護官事務所）

公益財団法人どうぶつ基金では鹿児島県奄美群島の世界自然遺産登

録への取り組みとして、行政と協働して、猫の捕食によるアマミノク

ロウサギ絶滅の保護措置のために徳之島に生息する全ての猫（推定３

０００頭）に、さくらねこＴＮＲ無料不妊手術を行うことになりまし

た。 徳之島は国の特別天然記念物アマミノクロウサギの生息地です。

現在、国定公園に指定されていますが近く国立公園に指定される見込

みで、２年後までに世界自然遺産登録を目指しています。しかし、そ

の根拠であるアマミノクロウサギは徳之島にわずか２００羽といわれ

ており環境省レッドリストの絶滅危惧IB類（絶滅危機）に指定されて

います。

アマミノクロウサギと猫

環境省がアマミノクロウサギの幼獣の生息状況等をモニタリングす

るために実施しているセンサーカメラによる自動撮影調査において、

ノネコがアマミノクロウサギの幼獣を捕食している場面が撮影されま

した。 不妊手術を施さないなどといった不適正な飼養や遺棄により、

野生化した犬やねこの一部は繁殖し、野生生物を捕食するようになり、

今回のような重大な事態をもたらす結果となってしまったのです。

徳之島ごとさくらねこＴＮＲを行う理由

３０００匹の島の猫すべてに不妊手術を施しさくらねこにすること

で、管理された猫と人とアマミノクロウサギが共存する島となり、結

果、アマミノクロウサギなどの希少動物を守る

ことにつながり、徳之島は世界一自然に生き物

に優しい島となります。

はじめに
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記録的豪雨とTNRの効果
第３回目となった「徳之島ごとさくらねこTNRプロジェク

ト」は、５０年ぶりの豪雨に見舞われ、猫の捕獲が大変困難
になった。またこれまでに１２００匹の手術を行っているが、
想定以上にTNR効果が早く現れ、未手術の猫がかなり減少し、
捕獲器にさくら耳のさくらねこが入っていることが多くあっ
た。さくらねこは不妊手術済みであると、すぐにわかるため
その場でリターンをする。捕獲時に気づかれず、手術会場に
運ばれてきた場合はノミ取りとワクチン接種のみ行いリター
ンをおこなった。
上記の要因から前回、前々回のTNR数を大きく下回る結果

となりましたが、自然の影響を受けることは仕方がなく、
TNRの効果がすでに表れていることは大変喜ばしいことです。
今回の経験を踏まえ、行政とどうぶつ基金の連携を更に高め
次回へ繋げていきます。

飼い犬の不妊手術を有料で実施
今回からは徳之島３町の行政や住民の皆様からの強い要望

に応え、２１頭の飼い犬の不妊去勢手術も行った。徳之島な
どの離島は野犬や捨て犬が比較的多い現状がある。また放し
飼いの風習も根強く、いつの間にか子犬が産まれて野犬に
なってしまうこともよくある。住民の意識を変えることは重
要だが、まず不妊去勢手術さえ
しておけば、これ以上不幸な命
を増やさずに済む。手術の必要
性が分かっていても高額な手術
費用や交通費が負担になり手術
を受けられなかった島の犬たち
の不妊去勢手術を、どうぶつ
基金は行政と協働して推進した。

第３回徳之島ごとさくらねこTNRプロジェクト
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手術準備から手術実施への流れ

４月１７日（金）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了

４月１６日（木）

１３：３０ 猫シェルター視察

１５：００ 手術会場設営

１７：００ 解散

４月１９日（日）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１7：３０ 撤収完了・終礼

４月１８日（土）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼

４月２０日（月）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：３０ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼
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４月１９日（日）会議

１３：００ 担当者会議開始

１４：１５ 終了

４月２０日（月）課長会議

１３：３０ 三町課長会議開始

１５：００ 終了



【事業日程及び人員】
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捕 獲 器

捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 ２１２

合計 ２１２

伊仙町 天城町 徳之島町 どうぶつ基金 合計

4月14日 ６ ４ ３ １３

4月15日 ６ ４ ３ １３

4月16日 ６ ４ ３ ９ ２２

4月17日 １０ ４ ８ ９ ３１

4月18日 １０ ４ ８ ９ ３１

4月19日 １０ ４ ８ １０ ３２

4月20日 １０ ４ ８ １０ ３２

4月21日 ６ ４ ８ １０ ２８

延べ人数 ６４ ３２ ４９ ５７ ２０２
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手術会場及び猫保管場

手術会場 ： 旧徳之島町立神之嶺小学校下久志分校跡

猫の保管 ： 旧徳之島町立神之嶺小学校下久志分校跡
天城町クリーンセンター

手術会場

手術が終わった
猫の一時保管場所



手術集計（猫）
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町別猫持ち込み数

オス メス 耳カットのみ 耳カット済み 計

4月17日 24 26 0 0 50

4月18日 41 57 0 2 100

4月19日 47 40 1 3 91

4月20日 5 5 0 0 10

合計 117 128 1 5 251

オス
47%

メス
51%

耳カットのみ
0%

耳カット済み
2%

手術割合

オス メス 耳カットのみ 耳カット済み

飼い猫 ノラ猫 計

天城町 8 79 87

伊仙町 8 45 53

徳之島町 14 97 111

計 30 221 251

飼い猫
12%

ノラ猫
88%

飼い猫ノラ猫割合

飼い猫 ノラ猫

TNR数

天城町
35%

伊仙町
21%

徳之島町
44%

町別猫持ち込み数

天城町 伊仙町 徳之島町



8

手術集計（犬）

オス メス 計

4月17日 1 10 11

4月18日 0 1 1

4月19日 0 1 1

4月20日 0 8 8

合計 1 20 21

オス メス 計

天城町 0 3 3

伊仙町 0 5 5

徳之島町 1 12 13

合計 1 20 21

犬の手術頭数

犬の町別手術頭数

徳之島町
62%

伊仙町
24%

天城町
14%

町別犬の手術頭数

徳之島町 伊仙町 天城町

オス
5%

メス
95%

犬の手術割合

オス メス

飼い犬の手術価格
不妊去勢手術 5000円
ワクチン（バンガード8） 1000円（希望者のみ）
ノミダニ回虫駆除「レボリューション）1000円（希望者のみ）
狂犬病予防注射 1000円（希望者のみ）
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足の怪我が酷く、膿の洗浄と傷口の縫合（10針）

その他治療

全頭に実施
ノミダニ駆除（レボリューション）、ワクチン、点眼、補液
５０ｃｃ

特別治療
陰睾のため腹膜切開＋補液100cc ３頭
子宮蓄膿症のため補液100cc １頭
傷口洗浄＋補液100cc ５頭、
右後足傷口洗浄＋ 10針縫合・点滴100cc ２頭



執刀医

山口武雄獣医師（どうぶつ基金顧問 ） 神山獣医師

平野雄三獣医師ボランティア参加 平野亜矢子獣医師

大和田獣医師 ボランティア参加
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稲垣正治獣医師 稲垣桃子獣医師ボランティア参加



手術会場の様子

11

２．猫に手術用の管理タグをつける
一頭一頭に管理タグをつける。

１．受付
飼い犬、飼い猫の手術受付の様子。

３．手術準備
管理タグがついた猫を手術会場に搬入
し、安定剤、麻酔、抗生剤、ワクチン
を注射していく。
行政職員さんと獣医師の息の合った
連携で行われる。



手術会場の様子
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５．不妊去勢手術

４．耳カット毛刈り・ノミ駆除
手術する前に、毛刈りをおこなう。
ここで、みみ先カット（さくら耳）
とワクチン、ノミダニ回虫の駆除
（レボリューション）を実施。

６．術後ケア
手術が終わった猫には、補液、目薬
耳掃除をおこなう。



手術会場の様子
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８．消毒
洗い終わった、器具を消毒液につけて
消毒する。

７．手術器具洗い
１頭の手術が終わるごとに器具を丁寧
に洗う。シルバー人材の皆さんがおこ
なった。

９．ケージの洗浄
猫が手術を受けている間にケージを
清掃して、猫を受け入れる準備を整
える。
シルバー人材の皆さんがおこなった。



手術会場の様子
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９．子猫の誕生
捕獲されてから手術までの間にケー
ジの中で出産した母猫がいた。
産まれた命は精いっぱいケアをする。
母子ともに天城町のネコシェルター
で保護することになった。
離乳後、新しい飼い主さんに譲渡予
定。

７．安静からリターン
手術が終わった猫は保護場所に戻り
麻酔から覚めるまで安静にする。
手術翌日または翌々日、捕獲された
場所に猫をリターンする。

８．さくらねこ誕生
元いた場所にリターンされ、
「ノラ猫」から「さくらねこ」に
なった。写真は第２回のTNR時に
さくらねこになった猫。
元気な姿を見せてくれた。



犬の不妊去勢手術の様子
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帰宅
手術後、麻酔が覚めて元気になった
愛犬を飼い主さんが迎えにきた。

手術準備
飼い主さんから犬の年齢や名前など
を聞き、手術管理タグを作る。

手術
犬の手術は猫に比べ大がかりに
なるので、獣医師2名体制で行う。
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島の子どもたちが見学に

獣医さんに色んな質問をする子どもたち。興味津々に話を聞いている。
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三町課長会議の様子

４月２０日の１３時３０分から、天城町、伊仙町、徳之
島町の課長と、どうぶつ基金で会議を行った。獣医師の
意見も聞きながら今後の方針をみんなで話し合った。



4月18日奄美新聞
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4月18日 南海日日新聞
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さくらねこ無料不妊手術事業
第３回徳之島ごとさくらねこTNRプロジェクト

公益財団法人どうぶつ基金

天城町
伊仙町
徳之島町

NPO法人徳之島虹の会
徳之島ねこ部

徳之島自然保護推進協議会


